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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、業種間格差はあるものの企業収益は総じて改善傾向

にあり、景気は概ね緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、中国や新興国景気の減速感が

より鮮明となったことや、世界各地で頻発するテロ行為による社会不安の増長、英国のＥＵ離脱懸念の影

響といった世界経済の下振れリスクに加え、急速に円高が進行していることからも、景気の先行きは予断

を許さない状況となっております。 

建設業界におきましては、先行き不透明感により民間設備投資が企業収益の堅調さを反映しておらず、

その伸び率は鈍化傾向となっております。また公共設備投資についても緩やかな減少傾向となっており、

今後の公共事業関係予算の早期執行や補正予算による押し上げ効果に期待する声が大きくなってきており

ます。 

 

このような状況の中、当社グループは 2016 年度を初年度とする「中期経営計画『Next Stage 2018』 

（2016～2018）」をスタートさせ、引き続き経営の合理化・効率化を推進し、経営資源を最大限に活かし

て、より一層の収益力向上に努めております。 

その結果、当第１四半期の連結業績につきましては、受注高は 94億６千８百万円（対前年同期比 47.5％

増）、売上高は 88 億８千５百万円（対前年同期比 7.0％増）となりました。 

利益につきましては、営業損益は３千９百万円の営業損失（前年同期は２億８千７百万円の営業損失）、

経常損益は９千２百万円の経常利益（前年同期は１億２千９百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四

半期純損益は５千万円の四半期純利益（前年同期は１億１千万円の四半期純損失）となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ 51 億５千７百万円減少

し、592 億５千８百万円となりました。（未成工事支出金で 12 億２千７百万円の増加、受取手形・完成工

事未収入金等で 60億５千万円の減少） 

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ 46億１千６百万円減少し、206 億５百万円となりました。

（支払手形・工事未払金等で 20 億３千万円の減少、未払法人税等で 14億３千３百万円の減少） 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ５億４千万円減少し、386 億５千２百万円となりまし

た。（利益剰余金で１億６千６百万円の減少、その他有価証券評価差額金で４億３千３百万円の減少） 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 29 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 28 年５月 11 日に公表いたしました連結業績予

想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

当第１四半期連結会計期間より、非連結子会社であった交通安全施設(株)は、重要性が増したため、連結

の範囲に含めております。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告 32 号 平成 28年６月 17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28年４月１日以後

に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。 

 

（４）追加情報 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26号 平成 28年３月 28日）

を当第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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（３）継続企業の前提に関する注記

 該当事項はありません。

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

 該当事項はありません。

４.　補足情報

部門別受注高及び売上高

前第１四半期連結累計期間(自　平成27年4月1日　至　平成27年6月30日)

(電気設備工事業） (電気設備工事業）

当第１四半期連結累計期間(自　平成28年4月1日　至　平成28年6月30日)

(電気設備工事業） (電気設備工事業）

第１四半期

777,006

3,429,194

(兼業事業)

％

62.2

9.6

当四半期

8.0

50,197

受　注　高 売　上　高

平成28年3月期

第１四半期

前年同四半期

構成比率平成28年3月期

前年同四半期

9.6848,977

合 計 9,468,994 100.0 合 計 100.0

1.1

8,885,949

(不動産賃貸事業)

14.4

91.9

1,276,527

625,538 7.0

送 電 線

小　　　　　計 8,163,026

15.0

97,384

屋内外電気設備

(兼業事業)

送 電 線

25.2

構成比率

屋内外電気設備

屋内外電気設備

1,417,937

1,726,584 18.2

％

5,174,294

12.1 屋内外電気設備

第１四半期

53.4

道 路 設 備

平成29年3月期

第１四半期

千円

665,885

5,161,239

送 電 線 9.3

鉄 道 電 気 設 備

799,944

8,304,731

7.0

100.0

0.6

千円

578,751

鉄 道 電 気 設 備

道 路 設 備 1,614,064

92.4

12.6

小 計 7,675,783

送 電 線 1,048,713597,665

(不動産賃貸事業)

道 路 設 備

合 計 6,417,930

鉄 道 電 気 設 備

売　上　高

道 路 設 備 2,386,518

受　注　高

合 計

3,937,954

千円

構成比率

41.6 鉄 道 電 気 設 備

％

58.2

構成比率

100.0

25.2 9.7

千円 ％

863,227

当四半期

平成29年3月期
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